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１ 開会（田澤課長）  

 

２ 会長あいさつ（小野瀬会長） 

皆さんこんにちは。協議会の冒頭に当たりまして、ご挨拶申し上げます。年度末のお忙

しい中、そしてご案内の通り、新型コロナウィルス感染症対応でお忙しい中、お集まり

いただきましてありがとうございます。一部再開という報道もございますが、全国の公

立小中高校のおよそ９９％がお休みの中、小中一貫教育を考えることの意義は、違った

意味で求められているのかなと思います。学校が休校ということで、地域の教育力が試

されていると思います。我が家には５歳の息子がいるのですが、息子の幼稚園は自主登

園という形になりました。家庭で判断してくださいということで、我が家では休ませま

した。今は登園させるタイミングに苦慮しています。どこにも正解がない中で、子ども

たちの安心・安全を守っていくことについて、先生方も対応してくださっているところ

だろうと思います。一方で、未知のウィルスであり、台風であったり地震であったり、

本当に、学校が１ヶ月単位、２ヶ月単位で、休校せざるをえないということが、今後も

多くあるのではないかということを予測する次第です。そうしますと、休校によって学

習できなかった部分について、市町村単位で子どもたちの学力をどのように保証してい

くのかということが、まさに問われているのかなと思います。そういう意味で、小中一

貫教育について話し合いを進め、学校でどういうことができるのか、地域でどういうこ

とができるのかを考えることは、非常に時宜を得たものであると思います。４月からの

見通しもなかなか難しい中でのお話し合いでありますが、今回は２０１９年度の実施事

項、報告をもとに、委員の皆様方から幅広いご意見等をいただいて、２０２０年度の計

画を確認していただければと思います。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

３ 議事 

（１）各中学校区における取組について 

（小野瀬会長） 議事の（１）各中学校区の取組つきまして、各中学校区の代表の校長先生方

から、資料順にご説明をお願いします。 



〔資料：令和元年度～令和２年度 下野市小中一貫教育グランドデザイン

及び各部会の取組について説明〕 

（倉井委員）  南河内中学校区の説明 

（阿嶋委員）  南河内第二中学校区の説明 

（青木委員）  石橋中学校区の説明 

（隅内委員）  国分寺中学校区の説明 

（小野瀬会長） それでは他の委員の皆様から、質問あるいはご意見をお願いします。 

（伊沢委員）  せっかく小中一貫でやっているので、子どもたちの得意分野を見つけて欲

しいと思います。子どもたちは、好きなこととかやりたいものがあると思う

ので、これから社会に出て行く上で、それが職業になって欲しいと思ってい

ます。好きな、また、得意分野があったら、「あなたはここがすごいのだか

ら、もっとやれるのではないか」ということが言えると思うのですが、ただ、

皆が同じレベルに合わせるという勉強法では個人が伸びないと思うので、

ぜひ、将来の夢ややりたいものを描かせて、それが実現できるように、見て

いって欲しいというのが、今まで仕事で子どもたちを見てきた私の思いで

す。社会に出るときに、やりたい職業、自分の好きな職業というものに就く

ことができれば、途中で辞めることはないと思います。小学校、中学校の間

に、特に中学生は高校を選ぶ段階で、必要かと思います。ぜひ子どもたちの

夢を大切にして、また日が経つと変わるということもあると思うので、たま

に、今思っている夢を書いてくださいとか聞いてあげるとよいと思います。

そうすると、それに向かって何をしたらいいかと本人が考えると思います。

ぜひ、子どもたちの得意分野を先生たちが、見ていてほしいと思います。よ

ろしくお願いします。 

（小野瀬会長） ありがとうございます。まさに小中一貫教育９年間の中で、子どもたちの成

績のみならず、子どもたちの得意分野や将来の夢に先生方が継続して寄り

添うということの大切さ、意義ということを伊沢委員からご発言いただき

ました。今のご発言に関して、考えられる取組、あるいは、実際の取組があ

れば、学校関係の４名の委員からご発言、補足等お願いします。 

（阿嶋委員）  来年度の４月からキャリアパスポートという制度が導入されます。全ての

小中学校でやるのですが、小学校１年生の時から、将来の夢や将来の就きた

い職業についての考えを蓄積していくという、ポートフォーリオ形式のや

り方です。小学校１年生から、中学校、高校まで、１つのファイリングで、

子どもたちの夢や希望がつながっていくという学習が４月から導入される

ということなので、非常に期待しています。 

（伊沢委員）  よかったです。 

（小野瀬会長） そういう、まさに子どもたちの学びが蓄積していくということが、国の方針

として行われるのですね。ありがとうございました。 

（熊谷委員）  石橋中学校区の実践研究で「心の教育」とありますが、心というものはなか

なか目に見えないものですから、それを９年間通して育てるということは

かなり難しいと思います。子どもたちの心の育ちというものを、どのように

次の先生に引き継ぐか、また、申し送るかを教えて欲しいと思います。 

（青木委員）  なかなか形にはできないのですが、小学校は昨年度から、中学校は本年度か



ら道徳が教科になりました。道徳の授業だけでなく、自分の夢を描くとか、

今の自分を好きであるとか、そういうことについて、今の子どもたちはなか

なかうまく描けません。石橋中学校区では、自分の夢をもっていること、自

分を好きであることは全ての活力になるだろうと考えて、「心の教育」を実

践研究の課題にしました。小中学校でこの実践研究の理念をもとに、各先生

方が意識しながら取り組んでいます。例えば、子どもたちの様子をアンケー

トで調査して、小学校１年生から中学校３年生までの９年間で、子どもたち

がどんなふうに成長しているかということを見ていきます。小学校の教員

は、小学校の実践だけではなく、中学校の出口の所も想像しながら「心の教

育」に携わっていくようにしたいと思います。 

（熊谷委員）  自分の夢をもつこと、今の自分が好きというということが全ての活力につ

ながるというキーワードで十分わかりました。 

（小野瀬会長） ありがとうございました。心の教育について、９年間の評価をどのように共

有して先につなげていくかという非常に重要な論点をお示しいただくご発

言でした。その子がどういうふうに変容していったのかということを９年

間の尺度でどう追っていったかが確認できる仕組みを考えねばなりません。

そのような先生方の心の準備、評価の整備というものが重要であるという

ことがわかりました。 

（渡邊委員）  私は、今の子どもたちにコミュニケーション能力の欠如を感じます。どうし

ても今の教育の中では成績の向上、学力の向上に走りがちになっていると

ころがあると思います。自分の子ども時代と比較すると、先生からの指導だ

けではなく、生徒間の関係、先輩後輩の関係の中で、社会で生きていく知恵

というものを教えてもらいました。これは今の社会情勢にもよるところか

もしれませんが、そういう関係性がないことが子どもたちの将来の夢が描

けないというところにつながっているのではないかと思います。生徒間同

士でも、そういう話し合いの場がもてるといいと思います。 

（小野瀬会長） ありがとうございます。これも重要なご指摘だと思います。児童生徒間の交

流、小学生、中学生の交流、実際にもう具体的に取り組んでいる状況等あり

ましたら、ご発言をお願いします。 

（阿嶋委員）  学び方について考えると、昔の子どもたちよりも、今の子どもたちの方が遙

かにコミュニケーションをとりながら学んでいます。先生が一方通行で教

えているという授業は、今はほとんどありません。必ず子ども同士でも話し

合いながら、課題を解決したりします。主体的、対話的で深い学びというの

はそういうことであって、多様な考えの中で、何を最適な解にしていくかと

いうことを探りながら、子どもたちは、コンピュータを使ったりとか、いろ

いろ調べたり、お互い話し合ったりという方法で課題を解決していきます。

そういう意味では、今の子どもたちは、課題解決のためのコミュニケーショ

ン能力というのは高まっています。 

（渡邊委員）  確かに、言われていることは、授業参観をするとよくわかります。我々の学

生の時の授業は、先生の言うことを黙って聞いているという授業でした。よ

い学びが行われているのですね。 

（阿嶋委員）  しかし、それでも子ども同士のコミュニケーションがとれないでトラブル



になることもあります。小学校の時から、先ほど熊谷委員が言ったように、

心を育てながらやっていく必要を大いに感じます。   

（渡邊委員）  小中の児童生徒が一緒に交流することは、本当に低学年の子どもたちにと

っては嬉しいことだし、また、高学年の子どもたちは、下級生に教えられる

ということで意欲の向上につながると思います。今の学び方をどんどん続

けていって欲しいと思います。 

（小野瀬会長） ありがとうございました。異年齢の交流も含めて、学校教育の中でどう対応

していくかということのご指摘だったと思います。他にいかがでしょうか。 

（五十嵐委員） ４中学校区の活動の内容を見させていただき、そのすばらしい取組に、本当

に地域の者として安心したところです。意見というより、改めてある話をシ

ェアしたいと思います。学校の先生になりたいという夢をもっていた女性

が、家庭の経済的な事情でその夢を実現させるための進路がとれずにあき

らめていました。中学校の時の先生にそのことを相談すると、「外国人のた

めの日本語学校がある。そこで先生になったらどう？」というアドバイスを

受けました。現在、その仕事をしているということでした。その女性にとっ

て、一番わかってくれていた先生に相談したことがよかったのだと思いま

す。小中一貫教育で９年間見ていただける、ましてや、来年から始まるキャ

リアパスポートがあるというのは、今後、子どもたちにとって安心する環境

になるのだと感じました。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

（小野瀬会長） ありがとうございます。一人の子どもをよく見てくれた先生がいたこと。そ

の先生に相談したこと。そのすばらしさを再確認しました。 

他に何かあればお願いします。  

（永山委員）  前任校は中高一貫教育を行っている矢板東高校に勤務していました。運動

会とか文化祭とか一緒にやるときに、ずいぶん中学校と高校の先生たちが、

考え方とか生徒指導方針が違うということで、ぶつかり合ったという経験

があります。おそらく小中学校も同じ義務教育でありながら、文化というも

のが相当違うと感じていると思います。今、話を聞かせていただくと、小中

学校でずいぶん連携をとっているので、すばらしいと思います。おそらく、

今は分離型等でやっているので、お互いにある程度干渉し合わない部分が

あって、うまくいっていると思いますが、これが一体型になると、いろいろ

な問題が出てくると思います。学習面よりも生活指導面で、指導観が違って

くると思います。分離している良さを生かしたり、一体になる良さを活かし

たりすることがうまくできればいいと思います。また、６・３制を４・３・

２制にした時に、学校行事などをやる場合に、６・３制であれば小学６年生

がリーダーになるべきところで、その機会がなくなると思います。今思え

ば、中高一貫校の中学校３年生というのは、他の中学校ならばリーダーとし

て活躍できる場面であったのに、その活躍の場面を奪われた学年ではなか

ったかという気がします。その解消には、行事等をうまく切り分けて、活躍

する場面というものを意図的にもたせてやることが大切だと思いました。

県内に中高一貫校は３つありますが、宇都宮東高を除いた学校は生徒集め

で相当苦労しています。中高一貫校のメリットは何かということを問われ

た場合に、アピールポイントが弱い面がありました。６・３制の学校と、小



中一貫教育で、小学校１年生から中学校３年生までの９年生で上がってい

く４・３・２制の学校では、どういうところがメリットなのかということを

はっきりと地域の人にわかるように情報発信をしていくことが必要だと思

います。分離型にしろ、一体型にしろ、小中一貫教育のメリットというもの

をもう一度世の中の人にわかってもらう工夫をした方がいいと思います。 

（小野瀬会長） ありがとうございました。大変重要な指摘をいただきましたがいかがでし

ょうか。 

（倉井委員）  昨年まで小学校の校長でした。その時に、５・６年生が中学校に向けて自主

的に動けるようにしたいという思いでしたが、小学校での６年生は非常に

活躍していました。今年度中学校に異動したのですが、中学１年生は自主性

があまり目立ちませんでした。このつなぎはどうやるのだろうと思いなが

ら現在勤務しています。この４・３・２の区切りはすごくいいと思っていま

すが、永山委員のお話を聞いていると、確かに、この区切りは６年生が埋も

れる恐れがあります。メリットとデメリットがあるのだなと思いました。そ

こをうまくつなげて６年生も自己有用感が育つように工夫をしていきたい

と思います。何らかの手段はあると思います。例えば、４・３・２の区切り

の中でも、２・２・２の区切りでやる活動なども工夫できる部分もあるので

はないかと思います。そういう研究もしていくべきであると、今お話を伺っ

て思いました。 

（小野瀬会長） ありがとうございました。永山委員のご指摘、リーダーシップの話ですが、

私は今、宇都宮東高校の学校評議員をしています。やはり、中学３年生が活

躍する場が少ないのではないかということが話題になりました。いろいろ

な形でのリーダーシップ、それに向けてのフォロアーシップの発揮の仕方

だとか、単に先頭だってやるだけではなくて、様々な分野や様々な機会でリ

ーダーシップ、フォロアーシップというものを教員が認めてあげることで、

自己肯定感が高まっていくのではないかという議題が出ていました。非常

に重要な指摘だろうと思います。これから下野市はいくつかの異なる型の

小中一貫教育が進むわけで、それぞれ、全体的な、また、相対的なメリット

を打ち出しながら、それぞれの中学校区のメリットも発信していかなけれ

ばなりません。そこにある意味、地域差による不公平感が生まれないように

しなければならないということで、非常に難しい状況になると思います。そ

ういう意味ではこの会の情報共有が大事であると思いました。 

（大塩委員）  ４・３・２の区切りの意見について、確かに、６年生は立場を奪われること

もあろうかと思います。しかし、４の区切りの中で、また、３の区切りの中

で、新たなリーダーが出るかと思います。リーダーになる機会が増える分、

その移行時期の６年生はかわいそうだと思います。一貫教育ということに

ついて考えると、今、小中一貫で考えていますが、本来は、幼・小・中・高・

大と全部つながっています。子どもの成長や発達段階というものには個々

の違いはあるにしても、決して折れ線変化ではあり得ず、必ずなめらかな自

然界の変化に則って成長しているというのが私の持論です。あの円グラフ

を見ていると、今回、発表にあった先生方の意識向上というのは、すばらし

い成果を上げていると思います。反面、保護者の理解は、あまり得られてい



ない状況のようです。結局、情報発信の不足かもしれませんし、地域との連

携不足があげられると思います。地域との連携がかなり図られた時に、学校

と地域がうまくつながって、学校全体の動きもよくなるという、そういう流

れです。保護者に情報を発信して地域との連携をつなげるかということは

とても大切です。そういう視点から学校の実践の切り口を考えていくと、こ

の小中一貫教育がうまくいくと思います。その根底にあるのが「心の教育」

であると思います。日本の教育はそこが大切であろうと思います。今まで保

護者は学校の道徳教育について授業を参観するのみでありましたが、保護

者も道徳の学習指導要領を知る必要があるのではないかと思います。それ

を読み込むと、学校の道徳授業というのはどういうふうに行われているか、

そしてそれが次の世代にどういうふうに伝わっていくのかということがし

っかりわかる気がします。下野市の小中一貫教育というものが、ややもする

と、このグランドデザインを作って終わりということになってしまうと、非

常に残念です。これからが正念場という感じがします。 

（小野瀬会長） ありがとうございました。保護者の方のご協力をいただくために地域の方

の参加をどう促していくかということが非常に重要だと思います。今度の

学習指導要領は、教職員だけが読めばいいというものではなく、地域の人と

共有できるようにということを念頭に作られたものでありますので、小中

一貫教育も含めて考える必要があると思います。 

 

（２）小中一貫教育に関するアンケートについて 

（小野瀬会長）  小中一貫教育に関するアンケートについて事務局より説明をお願いしま

す。 

（稲葉指導主事） 〔資料１：小中一貫教育 教職員アンケート結果について説明〕 

（小野瀬会長）  改めてお気づきの点があればお聞きしたいと思います。 

（大塩委員）   ②の「乗り入れ授業」というのはどういうものなのですか。 

（稲葉指導主事） 教科は何でもいいのですが、例えば中学校の英語の免許をもっている教

科担任が、小学校に行って外国語活動の授業を主担当として行うという

ことです。逆に小学校の先生が、免許をもっていて中学校で授業をすると

いうことも可能です。 

（青木委員）   小学校からも行きましたが、中学校から来てくださっての授業がとても

よかったです。特に中学校の先生が６年生に授業をしたときに、子どもた

ちも「すごい」と喜んでいました。 

（阿嶋委員）   南河内第二中学校区も、中学校の先生が祇園小、緑小に行って理科と数学

の授業を行いました。その代わり、各小学校から１名ずつ来ていただい

て、Ｔ２で授業を行いました。免許をもっていれば途中からＴ１でやるこ

ともできます。ただ人数を増やすのは難しく、年間１～２人の乗り入れが

やっとです。年間に５人も６人も乗り入れできるかというと、難しいで

す。よって、②のパーセンテージは今後も上がらないと思います。 

（青木委員）   中学校区に小学校が４校あれば、１校１人として年間４人の乗り入れが

やっとだと思います。乗り入れ授業は、時間的に厳しいものがあります。 

（隅内委員）   当然、事前に打ち合わせが必要になります。そこにかなりのエネルギーを



使います。乗り入れ授業がいいことであるのは重々わかっているのです

が、なかなかできないのが現状でもあります。 

（倉井委員）   先生方の苦労とは別に、子どもたちは喜んでいます。小学生は、中学校の

先生の授業が「とてもわかりやすい」と喜んでいました。 

（青木委員）   教員側の大変さもあると思いますが、子どもたちの気持ちを考えると、で

きる範囲でやった方がいいと思います。中学校の先生が小学校の６年生

の様子を見てもらうという点でも有効です。児童生徒指導上のメリット

もあると思います。 

（小野瀬会長）  この資料は、先生方に関して行ったアンケートで、今後は保護者であると

か、地域に対しても行うのでしょうか。 

（稲葉指導主事） 今のところは教職員と児童生徒のみで経年変化を見ていこうと思います。 

（小野瀬会長）  ＰＤＣＡサイクルを回していく上で、どういうデータをとるのがいいの

かということも重要な議論になると思います。 

（阿嶋委員）   学校評価の中に小中一貫教育に関する項目を入れるといいと思います。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

（小野瀬会長）  今後の小中一貫教育の推進についてのスケジュール等について、事務局

より説明をお願いします。 

（田澤課長）   〔資料：２０１９～２０２０年度 下野市小中一貫教育推進計画について

説明〕 

（小野瀬会長）  これに関して、ご意見ご質問等あればお願いします。 

 

（４）意見交換 

（小野瀬会長）  改めてお気づきの点やご意見がありましたらお願いします。 

今までのお話し合いの中で承ったということで進めたいと思います。  

 

（５）その他 

（小野瀬会長）  南河内中学校区義務教育学校の校名について、事務局より報告があると

いうことです。事務局、お願いします。 

（森口主幹）   〔資料２：校名検討の経緯について説明〕 

（小野瀬会長）  ただ今の報告につきまして、確認等ありましたらお願いします。 

（伊沢委員）   １年生から９年生という呼び方になると、６年生で卒業式はないという

ことですか。それは、９年間で卒業式は９年生のみということですか。 

（田澤課長）   義務教育学校はそうなります。小学校課程修了の区切りとして、６年目の

区切りに当たる何らかの式は行います。現在各部会で検討中です。 

（小野瀬会長）  それでは、議事は終了しましたが、改めて何かありますか。 

本日の取組やご意見を踏まえまして、各中学校区の先生方には引き続きよ

ろしくお願いします。また、いろいろな取組につきましても、協議会でも

協力できればと思います。 

本日の議事は以上になります。 


